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NIMD +  you
（National Institute for Minamata Disease：国立水俣病総合研究センター）



１．国水研（国立水俣病総合研究センター）研究室紹介
国水研の組織は、以下の組織図のようになっています。各研究室が分野ごとに連なっており

日々研究活動を行っています。今回は毒性病態研究室及び生理影響研究室を紹介します。
毎号、様々な研究室を紹介しますのでご覧下さい。
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巻頭言

「NIMD＋you」を手にとって頂きありがとうございます。「NIMD＋you」は、環境省国立
水俣病総合研究センターの日々の活動や研究成果を、できるだけ分かりやすくお伝えすること
を目的に、2014年に新たに装刊しました。
今号より2回目の研究室紹介となりますが、研究室の取り組みや成果について新たな情報を

発信していきたいと思います。今号では毒性病態研究室と生理影響研究室の紹介、またイベン
ト情報として「NIMD & NIES Joint Forum2017」や「水俣条約特別展」などについて掲載
しております。
今後も皆さまのご意見などをお伺いしながら誌面を充実させ、情報発信を行っていきたいと

思います。引き続きご支援をよろしくお願い致します。

【施設配置図】
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１．管理研究棟
２．リハビリ棟
３．リサーチ・リソース・バンク棟
４．動物実験棟
５．ラジオアイソトープ実験棟
６．特殊廃液処理棟
７．国際研究協力棟
８．共同研究実習棟



水俣病の主な障害器官は脳神経
系であり、その不可逆的な神経機
能障害は未だ最も大きな問題の一
つです。当研究室では、水俣病に
おける神経機能障害についてのメ
カニズム研究に取り組んでいます。

メチル水銀毒性は、予防または早期の進行抑制によりそ
の毒性を軽減できる可能性があります。また、一旦進行し
た神経症状についてもその神経症状を軽減できる可能性も
あることから、薬剤等のメチル水銀による神経傷害に対す
る予防および治療効果について実験動物を用いた研究を
行っています。

毒 態 研 究性 病 室

毒性病態研究室では、熊本大学、東京都
医学総合研究所と共同で水俣病病理組織標
本の永久保存作業を行っています。病理組
織標本は時間の経過とともに色褪せてしま
います。そこで私たちは貴重な病理組織標
本を後世に残すために標本をデジタル化し、
永久保存をするための作業を日々行ってい
ます。併せて、デジタル化した貴重な標本
を医学や環境学などを学ぶ世界中の学生さ
んたちに提供するための教材化も進めてい
ます。

当研究室では、分子レベル(遺伝子、
蛋白質)、細胞レベル(培養細胞)、個
体レベル(実験動物)、そして人体レ
ベル(病理組織)からの総合的アプ
ローチにより、メチル水銀による神
経機能障害の病因と特性を解明し、
その研究成果を診断、予防および治
療へ応用することを目指しています。

【室長】藤村成剛 【主任研究員】丸本倍美
【実験助手】鬼塚歩、渕上倫子、内栫麻央

【病理組織の画像】 【デジタル処理の様子】

【培養細胞の実験】 【蛋白質の検出】

https://www.facebook.com/1453584058209662/photos/a.1484194761815258.1073741827.1453584058209662/1609457125955687/?type=3
https://www.facebook.com/1453584058209662/photos/a.1484194761815258.1073741827.1453584058209662/1609457125955687/?type=3
https://www.facebook.com/1453584058209662/photos/a.1484194761815258.1073741827.1453584058209662/1609457232622343/?type=3
https://www.facebook.com/1453584058209662/photos/a.1484194761815258.1073741827.1453584058209662/1609457232622343/?type=3
https://www.facebook.com/1453584058209662/photos/a.1484194761815258.1073741827.1453584058209662/1720036998231032/?type=3
https://www.facebook.com/1453584058209662/photos/a.1484194761815258.1073741827.1453584058209662/1720036998231032/?type=3
https://www.facebook.com/1453584058209662/photos/a.1484194761815258.1073741827.1453584058209662/1609457165955683/?type=3
https://www.facebook.com/1453584058209662/photos/a.1484194761815258.1073741827.1453584058209662/1609457165955683/?type=3


生 響 研 究理 影 室

生理影響研究室は、山元（室長）、工藤（研
究補佐員）、柏木（研究補佐員）の三名で研究
を行っています。当研究センターは鹿児島大学
大学院理工学研究科、熊本県立大学大学院環境
共生学研究科と連携大学院協定を結んでおり、
当研究室ではこれまでに海外からの留学生を含
む大学院生を受け入れて研究を行ってきました。

ga

水銀の曝露に伴う毒性発現には、発達段階や各個人によ
り差異が見られます。水銀化合物への曝露における感受性
要因の解明は、病態の理解や適切なリスク評価を行う上で
重要な課題です。当研究室では、主に①疾患モデル動物
（2型糖尿病モデルマウス）におけるメチル水銀の毒性発
現に関する実験研究、②培養細胞（マクロファージモデル
細胞等）を用いた水銀化合物への分子応答メカニズムに関
する実験研究、③生物試料中のメチル水銀の簡便な分析法
の開発、④メチル水銀の曝露評価に関する疫学調査研究
（ベトナムやインドネシアなど）を行っています。

当研究センターは「水銀に関する水俣条約」を踏まえ、
水銀の簡易分析技術の確立を進めています。その一環とし
て、当研究室から加熱気化原子吸光法を用いた生物試料中
のメチル水銀の簡易分析法を発表しました。本分析法の応
用の一環として、熊本県・鹿児島県で市販されているエビ
に含まれる総水銀・メチル水銀及び（水銀毒性を抑制する
可能性がある）セレン濃度に関する実態調査研究を行いま
した。その結果、今回対象としたエビに含まれるメチル水
銀は、日本における魚介類中の水銀に関する規制値を下
回っており、さらにセレン／総水銀の濃度比は1を超えてい
たことから、エビの摂食を介したメチル水銀曝露に伴う健
康影響のリスクは低い可能性が明らかになりました。

2型糖尿病モデルマウス

正常マウス

【ベトナムからの留学生】
ホワン・ティ・ヴァン・アン

マクロファージは、生体内の異物（死細胞など）を貪食することにより生体の恒常性維持に
寄与する炎症性の細胞です。高濃度メチル水銀に曝露した人や実験動物の脳の病変部位には多
くのマクロファージが見られ、死滅した神経細胞をマクロファージが貪食し、組織傷害を修復

しようとしていると考えられます。サイトカインは細胞
から分泌されて炎症反応等の生理活性を示すタンパク質
の総称ですが、これまでの研究において、メチル水銀に
曝露したマクロファージにおいてサイトカインの一種で
あるインターロイキン (IL)-6、IL-8の発現が活性化さ
れることが明らかになりました。今後、メチル水銀の病
態における炎症応答の生理的意義を明らかにしていきた
いと考えています。



平成29年11月12日～17日に開催された環境毒性及び環境化学に関する国際学会の第
38回北米年次大会において、NIMD & NIES Joint Forum 2017を国立環境研究所と共
同で開催しました。フォーラムのテーマは「海洋
環境における水銀の生物地球科学的循環の理解に
向けた統合的アプローチ」であり、日本及び海外
から9名の研究者がポスター発表を行いました。
それぞれの研究者がポスターの前に立ち、訪れた
参加者に充分な時間を使って自分の研究を説明し、活発な
質疑応答が行われました。また、発表者同士も
多くの時間を使ってお互いの研究について議論し、
理解を深めることができました。

２．イベント情報

「水銀に関する水俣条約」（以下、「水俣条約」という）は、人
の行為により排出された水銀及び水銀化合物から、人の健康や環境
を守ることを目的に、水銀の産出、貿易、製品の製造、排出、保管、
廃棄など、水銀のライフサイクル全体を規制する国際条約です。
水俣条約は、2013年に熊本市及び水俣市で開催された「水銀に

関する水俣条約外交会議」で全会一致で採択され、2017年６月に
は条約発効の条件である50か国が条約を批准し、2017年８月16
日に発効しました。
水俣病情報センターでは、水俣条約の発効を受けて、この条約の

概要を紹介した特別展を2018年４月末まで１階小展示室で開催し
ています。

◎「水銀に関する水俣条約特別展」を開催しています。（水俣病情報センター）

◎NIMD & NIES Joint Forum 2017開催
（SETAC North America38th Annual Meeting において）

◎地域リビングに、水俣市長が訪問

国水研と久留米大学は、平成２９年１２月１５日、大学教育の
一層の充実と水俣病研究の発展を図るため、連携協力に関する協
定を締結しました。
これにより、久留米大学大学院で学ぶ学生が、国水研を拠点と

して地域医療等に関する第一線の治療研究に携わり高度な知見を
広げることができるようになるとともに、国水研においても大学
で研究されている整形外科やリハビリテーション分野の最新の知
見を得ることで、研究の発展と水俣病患者の福利厚生に寄与して
いくことができます。

◎久留米大学との連携協力に関する協定の締結について

久留米大学 永田学長（右）
国水研 重藤所長（左）

国水研では地域の高齢者の健康増進のために、水俣市社会

福祉協議会が行っている地域リビングで「ものづくりで楽しく

脳トレ」を行っています。先日、水俣市の馬場公民館で開催

した地域リビングに、西田市長（当時）が視察に来られました。

その際、励ましの言葉をいただき、参加者や我々スタッフは

今後の地域リビングへの活力をいただきました。今後もより

良いリビングをお届けできるように精力的に努めます。



広報誌作成に携わるのは今回で4回目となりまし
たが、誌面を通してわかりやすく伝えることの難し
さを毎回感じています。特に研究室紹介では、専門
用語や皆さんが聞きなれない言葉を使わなければい
けない箇所もあるため、十分に伝わらない点も多い
のではないかと思います。広報誌以外にもホーム
ページやFacebookでも情報を発信していますので、
併せてご覧いただきたいと思います。

（中村篤）

【平成29年】
9/9 第10回介助技術講習会

10/4 国水研セミナー開催
10/19          JICA多媒体水銀モニタリング研修

（ブラジル・ブルキナファソ・パラオ・
・インドネシア・マレーシア・タイ・
ベトナム・ニカラグア・フィリピン・
ウルグアイ）

11/1  JICA研修：水銀に関する水俣条約批准
能力強化コース受入れ

（アルメニア・ブラジル・エクアドル・
マーシャル・スーダン・マレーシア・
ブルキナファソ）

11/14 NIMD Forum 2017 開催（SETAC North 

America 38th Annual Meetingにおいて）
12/2 第9回リハビリテーション技術講習会
12/11 インドネシア小規模金採掘汚染研修
12/15 久留米大学と連携協力に関する協定を

締結
【平成30年】
1/22～23 水俣病経験の普及啓発セミナー

（海外行政担当者招へい研修）
1/29～31  JICA国別研修受入れ（マレーシア）

【編集後記】

2018.3 NIMD + you     vol.45

【編集・発行】
環境省国立水俣病総合研究センター
〒867-0008 熊本県水俣市浜4058－18

TEL （0966）－63－3111

FAX （0966）－61－1145

ホームページ http://www.nimd.go.jp

Facebookでも情報発信しています！

アクセスマップ

国水研の動き （平成29年8月～平成30年1月）

【水俣病情報センター便り】

国立水俣病総合研究センター（NIMD）の
ロゴマークです。

「水」の字をもとに、水俣の川と海をイメー
ジし、また左側は「大人」、右側は「胎児」
と水俣病で犠牲になった方々をも表していま
す。環境汚染による被害が二度と発生しない
よう思いを込めて、「本来あるべき美しい自
然の色」である水色や緑色で表現しました。

NIMD

：National Institute for Minamata Disease

【国水研へのアクセス】
・みなくるバス：青バス湯の児線

⇒とんとん峠下車 700m（徒歩約12分）
・JR 新水俣駅から5.5㎞
・肥薩おれんじ鉄道水俣駅から4.6㎞

◇屋上からの展望
水俣病情報センターの屋上からは八代海に浮

かぶ恋路島や天草の島々が一望できます。陸地
側に広がるエコパーク水俣は、かつての水俣湾
を埋め立てた土地です。その中にはグランドや
公園があり、休日には野球やサッカー等のス
ポーツを楽しむ人たちの歓声が聞こえてきます。

http://www.nimd.go.jp/

